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 瞑想者が「居る」ことにより、物理的な接触なしに生体サンプルに影響を及ぼす、非接触効果

の一つの事例を明らかに示す。科学的な測定による、この様な非接触効果の存在を示す論文は、

世界で初めてのものである。バイオセンサーとして食用のキュウリ片を使い、我々のグループが

開発したガス測定法によって、キュウリ片から放出されるガス濃度を測定した。全部で６７２個

のキュウリ片が入ったペトリ皿サンプル（それぞれのペトリ皿にはキュウリ片が４個入ってい

る）のガス濃度を測定しているため、統計的に有意な比較が可能となった。瞑想者が「居る」と

「居ない」との比較において、放出されたガス濃度に、統計的には非常に大きい有意差を得るこ

とができた(p=3.13×10-10, t 検定、両側)。この実験結果は、瞑想者が直接、物理的な接触なしに、

生体に対して影響を及ぼす科学的に測定可能な効果の存在を明らかにした。 

キーワード：非接触効果、瞑想者、バイオセンサー、キュウリ、ガス 

 

序論 

 人間が植物サンプルに対して、物理的な接触なしに影響を与えることが出来るのか、または出来な

いのか、という問題は科学的に興味深いテーマである。しかし、Grad(1976)が行ったいくつかの研究

を除いて、この効果に関する科学的な測定調査は行われていなかった。Yamamoto 等は(2000,2002）、1995

年から日本の放射線医学総合研究所において、このテーマを含む科学調査プロジェクトを実施してい

た。そこでは、1998年(Parkhomtchouk et al., 2000)から、バイオフォトン(Cohen and Popp, 1997; Inaba, 

1997：生体サンプルから放出される非常に弱い可視光領域の光)をバイオセンサーとして利用するため、

測定実験を行っていた。また Kokubo 等(2010)は、バイオセンサーとして食用のキュウリを使って、バ

イオフォトン法、蛍光測定法、ガス測定法を開発した。ガス測定法はガス検知管を用いてキュウリ片

から放出されるガスを測定する方法であるが、これは低コストでたくさんのサンプルを同時に測定で

きる方法である。それゆえ、今回の実験ではガス測定法を用いている。この論文の目的は、瞑想者が
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居ることで、物理的な接触がない状態で生体サンプルに影響を与えるという、非接触効果の一つの事

例を科学的な測定によって実証することである。実験は瞑想者が「居る」または「居ない」という違

い以外は、全ての要因を除外して、バイオサンプルに対して非接触効果があるかどうかの厳密な比較

がなされている。ここで、「居ない」とは瞑想者が実験場所から５ｋｍ以上離れていることを意味して

いる。ガス測定法を用いて、スライスされたキュウリサンプルに対する効果を実験的に調べている。

サンプルは Cucumis sativus の白いぼタイプの切断片である。十分な実験の回数を重ね、また 672 個

の測定データの解析によって、瞑想者が「居る」と「居ない」との間で、統計的に非常大きい有意差

を得ることが出来た。 

 

実験 

 図１と図２はキュウリサンプルの準備の仕方を示している。サンプルを１セット準備するために、

キュウリＡからキュウリＤの４本使用する（図１）。滅菌処理されたプラスチック製のペトリ皿（高さ

20mm, 直径 90mm）を４ペア分(8個)用意する（これが標準的な１セットである）（図２）。ペトリ皿の

中にキュウリ片が置いた後、蓋をする。一回の実験では１２の標準セットを用意するので、キュウリ

は４８本必要である。使用後のペトリ皿は廃棄される。図３に示したように、EXP2 のペトリ皿は EXP1

の上に置かれ、２個重ねて瞑想者の上方に置かれる。残りの６個のペトリ皿（EXP3,EXP4,CONT1～CONT4）

は、瞑想者から 8m 離れた較正基準点に設置される。それぞれのペアは他のペアの上に重ねて置かれ、

この６個のペトリ皿は床から 1.8ｍの高さの所に設置する。実験に参加している瞑想者（男性、ヘミシ

ンク(Atwater,1997)を使った瞑想経験が 20年）は、この実験を通じてただ一人であり、瞑想者が瞑想

し易い環境を整えている。特にはピラミッド型構造物が用意された。ここで、瞑想実験への参加に関

して瞑想者の同意を得ていること、及び IRI 倫理委員会の了承を得て実験を行っていることを報告し

ておく。４つのペアである８個のペトリ皿をそれぞれの場所（図３）に設置した後、瞑想者は３０分

間瞑想を行う。瞑想が終わるとすぐに８個のペトリ皿を設置した場所から移動し、蓋を取って容積が

2.2 リットルのポリプロピレン製の容器の中にそれぞれ入れる。その後、約３６時間の間、直射日光が

当たらず、室温が約２４度に保たれた部屋で保管される。ガス測定の前、８つの容器は、ペアのペト

リ皿が入った容器どうしが隣りあうように積み上げられ、全てピラミッドから 3.5m 離れた所に保管さ

れている。３６時間の間、キュウリはガスを放出し続けているが、１２時間後にガス濃度は最大に達

し、その後一定値を保つことが知られている。密封された容器中のガス測定については、ガスを吸引

するためのガス検知器（GV-100:ガステック、日本）とガス検知管（酢酸エチル検知管 141L:ガステ
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ック、日本）を用いて、キュウリから発生するガス濃度を検出する。ガス検知管は 20～800ppm のガス

濃度の検出が可能である。ガス検知器を使って、密閉容器から 300ml のガスを吸引した後、ガス検知

管の目盛を目視して読み取る。検知管の読み値の正確さは 10ppm のオーダーである。１回の実験は一

日を通して行われ、４つの区分実験から成るが、可能な限り実験の信頼性を得るため、朝早くから夕

方にかけて連続して行っている。瞑想者は第１区分と第４区分の実験中は少なくともピラミッドから

5km 以上離れた場所に居る。第１区分（瞑想前）は３セットの実験からなり、それぞれピラミッド内に

瞑想者が居ない状態で、８つのペトリ皿を各場所に３０分間置いた実験である。第２区分（瞑想Ⅰ）

は同じく３セットの実験からなり、それぞれ瞑想者がピラミッド内で３０分間瞑想している実験であ

るが、それ以外の条件は第１区分と全く同じである。第３区分（瞑想Ⅱ）は基本的に第２区分と同じ

である。第２区分と第３区分の間に昼食時間がある。第４区分（瞑想後）は基本的に第１区分と同じ

である。この第１区分から第４区分からなる実験を４月から１０月にかけて７回行い、そのデータを

統計的に解析した結果を報告する。瞑想方法は以下の通りである。瞑想者はピラミッド頂点の真下に

置かれた椅子に座っている。３０分間の瞑想の間、瞑想者はヘミシンクを聞いている、これは長い時

間の瞑想を手助けする音響テクノロジーである。瞑想者はヘッドホンを装着しているため、周囲に音

がもれることはない。瞑想中、瞑想者は息を吸う時、大地からのエネルギーを取り入れ、息を吐く時、

天からのエネルギーを取り入れるというイメージで行っている。また瞑想の途中、時々母音の音を声

に出すことがある。また瞑想中、瞑想者は頭上に置かれた EXP1 と EXP2 のキュウリサンプルを全く意

識していない。部屋の明かりを全て消し、ブラインドを閉め、実験室は昼間でも薄暗い状態にしてい

る。７回の実験のガス測定は、それぞれ瞑想日とは異なる日に行われる。第１区分から第４区分実験、

つまり瞑想前、瞑想Ⅰ・Ⅱ、瞑想後の平均的なガス濃度の読み値は 300ppm から 400ppm であり、標準

誤差は 21.1 から 25.5 の間である。目視の正確さが 10ppm のオーダーであるので、この値には信頼性

があると言える。 

 

解析方法 

 

 物理的な接触なしに瞑想者の存在がキュウリに影響を与えるかどうかを調べるために、ここで

新しい値を導入する。この効果はデータの中でノイズとして埋もれてしまう可能性がある。その

理由はバイオセンサーとしてのキュウリは様々な要因に対して非常に敏感で、例えばキュウリの

個体差の違いやキュウリが置かれた環境要因（温度、湿度、電磁場、光度、振動、バイオリズム）

に敏感に反応してしまうためである。この様々な要因による反応を最小限に抑えるために、ペア

サンプルを用いる方法を採用している（図２）。ここで EXP と CONT がペアサンプルで、比較され
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るものどうしとなる。新しい数値 Jは、このペアサンプルどうしを比較するために導入されたも

ので（Kokubo et al., 2010）、 

J = ln (CEXP/CCONT). 

ここで、CEXPは EXP サンプルのガス濃度で、CCONTは CONT サンプルのガス濃度である。J値は、環

境要因や実験環境に存在している系統的偏差を除外し、瞑想者が「居る」、「居ない」の違いだけ

を際立たせることができる。それぞれの環境要因や EXP サンプルと CONT サンプルの実験コンデ

ィションが同じならば、CEXPと CCONTは一致するはずであり、そのとき J=０となる。ガス測定のデ

ータから、１つのセットごとに４つの J値が計算できる。各セットで、２つのペアサンプル、EXP1

と CONT1、EXP2 と CONT2 を主実験サンプルとし、このペアから J値を計算し、JEとする。同様に、

EXP3 と CONT3、EXP4 と CONT4 の２つのペアを較正実験サンプルとして、較正実験のペアから計

算したＪの値の平均を JCALとする。違うセットとの JEを比較するため、ゼロ点較正をおこなうた

めの新しい値、 

JE/CAL = JE- JCAL 

を導入する。ゼロ点較正を行う背景には、EXP3 と CONT3、EXP4 と CONT4 の２つのペアサンプル

はほとんど等しい環境に置かれ、各実験セットの基準となるからである（Kokubo et al., 2010）。

瞑想前から瞑想後の各区分はそれぞれ３セットの実験が行われ、６つの JE/CALと３つの JCALが得

られる。６つの JE/CALを平均したものを JE/CAL/AVEとする。それぞれ４つの区分（瞑想前、瞑想Ⅰ、

瞑想Ⅱ、瞑想後）に対して JE/CAL/AVEが計算される。さらに、瞑想者が「居る」、「居ない」との間

の違いを比較するために、瞑想前と瞑想後の JE/CAL/AVEを平均した値を JE/CALから引いた JCという

新しい値を導入する。JCは次の様な式となる。 

JC = JE/CAL – {JE/CAL/AVE (瞑想前) + JE/CAL/AVE (瞑想後)}/2. 

１回の実験は４つの区分（瞑想前、瞑想Ⅰ、瞑想Ⅱ、瞑想後）から成るが、１つの区分を３セッ

トずつ行うため、それぞれの区分から６つの JCが得られる。 

 

 

結果と考察 

 

 図４（メイン）は JCの平均を示しているが、瞑想者が「居ない」時（JC=0）と、瞑想者が「居

る」時（JC=－0.179）とでは、違いがあることは明らかである。JCはそれぞれ 84 個のデータに

おける 95%信頼区間の誤差棒とともにプロットされている。瞑想者が「居る」と「居ない」とで

の JCを解析した結果、p値が 3.13×10-10（ｔ-検定、両側）という統計的に非常大きい有意差を

得ることが出来た。図４（内部）は JCの平均を示しているが、瞑想者が居ない時（瞑想前 JC=0.028、

瞑想後 JC=－0.028）と、瞑想者が居る時（瞑想Ⅰ JC=－0.173、瞑想Ⅱ JC=-0.184）とでの違い

を示している。横軸は実験の時間的な流れである。ここでの JCは各 42 個のデータにおける 95%

信頼区間の誤差棒がプロットされている。瞑想Ⅰと瞑想Ⅱの間には昼食時間があるが、瞑想Ⅰと
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瞑想Ⅱの JCはほぼ等しく、また瞑想前と瞑想後の JCもほぼ等しい値となっている。この実験結

果を説明するため、まず様々な既知の効果を考えてみる。最初に、瞑想者による静電場の影響が

考えられるが、この効果は除外できる。というのは、キュウリサンプルは図３のようにファラデ

ー・ケージの中に入っているためである。２番目に、瞑想者による温度の効果が考えられるが、

実験中のサンプル周辺の温度は測定され、温度の上昇がないことが確認されている。このため温

度変化も原因でないと考えられる。他のあらゆる既知の効果も無視できる程小さいと考えられる。

そのため今回の実験結果は、瞑想者による効果であり、科学的に未だ知られていない未知の現象

である。そしてこの現象の解明は、現代科学を発展させる可能性がある。次の課題は他の瞑想者

によって実験を行うことである。 

 

 

結論 

 

 瞑想者は物理的な接触をせず、生体に対して科学的に測定可能な影響を与えるかどうかの研究

をした。この論文ではその効果を調べるために、生体センサーとしてキュウリ片を使った。実験

手法と解析方法を開発することによって、他の全ての要素を除外し、瞑想者が「居る」と「居な

い」との違いを純粋に比較できるようにした。672 個のキュウリサンプルのガス濃度を測定した。

実験は別々の日に７回おこない、なるべく誤差が起こりにくいように１回の実験は１日を通して

連続的に行った。データの解析によって、ガス濃度に関して瞑想者が「居る」と「居ない」との

間に統計的に非常に大きな有意差（p=3.13×10－10, ｔ-検定、両側）を得た。我々は瞑想者の生

体サンプルへの非接触効果を実証した。この結果は、瞑想者の存在による非接触効果であり、既

存の科学理論では説明できない現象である。今後の科学に新天地を切り開く可能性が高い。 
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図２．ペトリ皿中のキュウリ片の並べ方
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